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を創造するための研究組織として発足した。平成 21 年度には障害者権利条約について、平成 22 年度には当事者
の声を聴くこと、23 年度は地域生活の在り方、24 年度は自立支援協議会のあり方について議論を行ってきた。今
年度は、「障害当事者の意思決定支援」「障害者差別禁止法」についての議論を行い、2014 年 3 月には、「障害者
権利条約の時代」と題して長瀬修氏（立命館大学）に基調講演をしていただき、「浜松に差別をなくす条例を作ろ
う！」というテーマでシンポジウムを開催した。





























































保健福祉実践開発研究センター_2014第6号年報_本文.indd   54 15/10/20   9:05
　仙台市における「条例づくり」であるが、2009 年 10 月 21日に「誰もが暮らしやすいまちづくりをすす
める仙台連絡協議会（条例の会仙台）」が発足し、活動を進めてきた。代表は先に述べた杉山氏であ
るが、2014 年 11 月現在で、財団法人仙台市障害者福祉協会、社会福祉法人仙台市社会福祉協議会など、
























　2014 年度の浜松インクル―ジョン研究会の実施状況は以下のとおりであった。毎月第 4 火曜日に 19
時～ 21 時まで、聖隷クリストファー大学図書館内グループ学習室で実施した。計 11 回の実施を行った。
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実施月 内容 参加人数 実施月 内容 参加人数
4月










5月 ・9 月の学習会に向けての「条例」  「差別」勉強 12 名 11月
・差別事例収集のための調査票試案
  作成 8 名
6月 ・中王子みのりさんのお話し 13 名 12月 ・調査票使用感の報告・UD 条例との比較検討 13 名
7月 ・CIL 浜松の笠原賢二さんのお話し・静岡での条例づくりの動きについて 10 名 1月
・3 月フォーラムの内容検討








10 名 2月 ・3 月フォーラムについて最終確認 16 名
（2）「条例つくり」をテーマにした学習会・フォーラムの開催
①学習会








　2015 年 3 月15 日、13 時～ 17 時まで、「だれもが安心して暮らしやすい地域をつくるために」～浜松
に差別をなくす条例をつくろう！」と題した第 10 回浜松フォーラムを、聖隷クリストファー大学で実施した。







　本研究計画において、地域への貢献度の評価について 2 点あげていた。1 点目が「条例づくりの機運が高まっ
たかの評価」である。つまり、2014 年度に実施する浜松フォーラムへの参加人数（特に障害当事者の参加人数）
が 2013 年度の参加人数に比べてどうかで評価を行うこととした。2 点目が「2014 年度に行うフォーラムがより具体
性のある条例づくりに向けた内容となっている」である。
　まず 1 点目であるが、第 9 回浜松フォーラムの参加者が 42 名、学習会の参加者が 42 名、第 10 回浜松フォー
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